
　　　　

令和8 年 3 月 25 日

月～金 13 時 30 分から 17 時 30 分まで

月～土 10 時 0 分から 17 時 30 分まで

制作

粗大

微細

感覚

選択・買い物遊び

外出
（公園、おやつ購入等）

地域支援・地域連携
・相談支援事業所によるサービス担当者会議に参加し、連携を深めています。
・学校や、市内の事業所意見交換会等にも積極的に参加しています。

職員の質の向上
・毎月第４土曜日に法人内全体で行う、内部研修を行っています。
・定期的に外部研修等を取り入れています。

支援方針
意思決定支援に配慮した上で、ご本人の意向を尊重し、望まれる暮らしが実現するよう支援を行います。
活動や他者との関わり通して、能力の向上や目標の達成を目指します。
個々の長所を伸ばし、興味を引き出していけるような支援を意識して実行していきます。

営業時間（休日）

【感覚：スライムや粘土遊び、ハンドスピナー等】
・指先を使った遊び等を通して、必要な感覚や空間認知の形成を目指します。
・個々に支援員が付き添い、活動に集中して取り組む事が出来るように配慮しています。（主に運動・感覚、認知・行動）

【選択：イラストカードや実際の玩具から、自身で選んだ物で遊ぶ時間を設けています】
【買い物遊び：かごの中に並べたおやつから自身で選び、玩具のお金で会計をしてから食べる時間を設けています】
・ご自身で選択する場面を意図的に設け、意思決定の機会を増やしています。また、遊びの幅を広げられるよう支援します。（主に言語・コミュニケーション、人間性・社会性）

営業時間（平日）
送迎実施の有無 あり　（学校送迎・自宅送迎）

家族支援
・面談、相談等を通して家庭との連携を深め、日々の情報を共有します。
・面談期間以外でも相談が出来るように関係の構築に努め、必要に応じで相談
援助を行います。

移行支援
・各校への進学、卒業後の将来等、ライフステージの切り替わりを見据え
た準備や、支援を行います。
・必要に応じて、移行先との連携を図ります。

プログラム 支　援　内　容（五領域）

・身辺自立に関する活動（持ち物整理、トイレでの排泄、手洗い衣類の着脱等）を通じて、基本的な動作及び知的技能の習得を目指し、日常生活が円滑に行えるよう支援します。
（主に健康・生活、認知・行動）
・集団生活の基礎的活動（挨拶、返事、集まり、移動、着席等）を繰り返し経験することで、他者（児）とのコミュニケーションの大切さや、喜びを感じられる様に努めます。
（主に言語・コミュニケーション、人間関係・社会性）

・ご本人が美味しく、楽しく食事ができる環境を提供します。また、食事の際の基本的な動作の習得を目指し支援します。
・食事の介助が必要な方には、誤嚥や誤飲に留意しながら食事の提供を行います。（主に健康・生活、認知・行動）

【毎月のカレンダー作り、季節の壁面作り、イラストカードやキーホルダー作り等】
・個々の能力に合わせて、鋏や糊やテープ等の道具の使い方を身につくように支援します。
・色や形、重さの違い等の感覚を養えるように努めます。（主に運動・感覚、認知・行動）

【サーキット運動、玉入れ、リレー、風船バレーボール、イス取りゲームやリトミック等】
・活動を通して体を動かす事で、体力やバランス感覚の維持、向上を目指します。
・集団活動では支援員が間に入ることにより、より良い人間関係を構築できるように支援します。（主に運動・感覚、人間関係・社会性）

【公園への外出、コンビニやフードコートでのおやつ購入】
・マナーや交通ルール等、外出を通して社会性を身につけられるように支援します。
・一日利用の際は、散策や公園外出等の外活動を取り入れ、体力の維持向上を目指します。（主に運動・感覚、言語・コミュニケーション、人間性・社会性）

身支度・集まり

昼食・おやつ

活動

【微細：おはじきやビー玉のプットイン、輪ゴム掛け、タングラム等】
・指先を使った遊び等を通して、感覚の維持、向上を目指します。
・個々に支援員が付き添い、活動に集中して取り組む事が出来るように配慮しています。（主に運動・感覚、認知・行動）

法人（事業所）理念 地域と共にみんなのみらいを創造する。

事業所名 みらい工房たんぽぽルームそが 作成日支援プログラム



主な行事等
毎月の買い物遊び（第４週）、夏休み（プール、夏祭り遊び）、季節のイベント（ハロウィン、クリスマス、初詣・書初め、節分、お別れ会等）
クッキング、外出（昼食、おやつ購入、動物園等）


